
愛知県の交通死亡事故の傾向について 

○平成２５年の交通事故死者数 

 6 月 10 日現在、全国ワーストワンを継続中。（平成 15 年以降連続）。 

 

   

○愛知県の人身事故件数、交通事故死者数 

 人身事故件数、交通事故死者数ともに減少傾向にあり、死亡事故率も減少し

ている。 

 

 

 

 

 

○交通死亡事故の特徴 

（１） 当事者別交通事故死者数 

  交通事故死者数に占める当事者別の割合は歩行者が最も高い。平成 16 年時

点は、四輪車の占める割合が最も高かった。（全国も同様の傾向） 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 死者数 増減 

全国 1,797 +65

1 位 愛知県 103 +6

2 位 静岡県 83 +16

3 位 千葉県 80 +4

4 位 埼玉県 77 -12

5 位 兵庫県 74 +5

愛知県（平成 24 年） 

10 年連続ワーストワン 

年度 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年
人身事故件数 58,881 62,225 60,592 58,398 55,841 52,954 51,130 51,291 50,117 49,651
交通事故死者数 428 435 407 389 326 318 281 256 276 235
死亡事故率 0.73% 0.70% 0.67% 0.67% 0.58% 0.60% 0.55% 0.50% 0.55% 0.47%

全国（平成 24 年） 



愛知県の当事者別交通事故死者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)年齢別交通事故死者数 

 交通事故死者数に占める高齢者の割合は５割を超えている。推移をみると、一 

般成人が大きく減少しているのに対し、高齢者はそれほど減少していないため、 

高齢者の占める割合は増加傾向にある。（全国も同様の傾向） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛知県の年齢別交通事故死者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛知県（平成 24 年） 全国（平成 24 年）

37％ 

人 

参考資料 １ 

人 52％ 
高齢者の占める割合 

37％ 

死者数（左目盛）

割合％（右目盛）

 高齢者の割合

こども ：15 才以下 

若者  ：16～24 才  

一般成人：25～64 才  

高齢者 ：65 才以上 

四輪車 

歩行者

自転車 

原付 

自動二輪

高齢者

一 般 成 人

若者 

こども 


